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第１７５回 むつ市国民健康保険運営協議会会議概要 

 

開催日時： 平成２７年１２月２１日（月）午後６時３０分 

 

場  所： はねやホテル ２階会議室 

 

出席委員： 半田会長、白井委員、富岡委員、木村委員、坂本委員、三上委員、田中委員、 

槇委員、堀内委員、中村委員、中野委員、近原委員、立石委員（委員＝１３名） 

 

関係部局： 柳谷民生部長、東政策推進監、赤坂税務課長、加藤総括主幹 

 

事 務 局： 藤島国保年金課長、古屋敷国保ＧＬ、佐藤主任主査、上林主任主査 

 

 

平成２７年度第４回目の国保運営協議会の開催となる。 
会議に先立ち、宮下市長から国保運営協議会へ税率改定に係る諮問が行われた。 

 

・市長あいさつ 
税率改定の諮問については、被保険者の負担が大きくなることから、非常に難しく、厳しい判

断であった。 
しかしながら、地域医療の根幹を担う国保の保険者として、市民の皆様の期待に応えるために

は、国保財政の健全化が最優先課題であると考えているので、慎重な審議の上、答申をお願いし

たいという旨のあいさつがあった。 
 

１ 開 会 
 

２ 議事録署名委員の選出 
・議事録署名人として、中村委員が選出された。 

 

３ 審 議 内 容 

案件は むつ市国民健康保険税率の改定について 

 

・会長から、国保税率の改定であることから、慎重に審議しなければならないため、本日は改

定内容について事務局から説明を行ってもらい、諮問内容の審議については次回以降行いたい

との提案があり、これに対する委員からの異議はなかった。 

 

・事務局から、配布した諮問書写し、参考資料の説明を行った。 

諮問書に記載されている改定内容の説明として、 

基礎課税分 

所得割は、８．２２％が、改正案では８．０１％、０．２１％の減 

均等割は、２２，６００円が、改正案では２１，７００円、９００円の減 

平等割は、３６，３００円が、改正案では３４，９００円、１，３００円の減 

後期高齢者支援金分 

所得割は、２．６１％が、改正案では３．０１％、０．４％の増 

均等割は、７，２００円が、改正案では８，３００円、１，１００円の増 

平等割は、１１，９００円が、改正案では１３，３００円、１，４００円の増 

 



 - 2 - 

介護納付金分 

所得割は、２．３６％が、改正案では３．０４％、０．６８％の増 

均等割は、１６，７００円が、改正案では２０，９００円、４，２００円の増 

この結果、平均改定率は４．０％となる。 

 

この４．０％の改定率は、今後４ヵ年の収支均衡を図るため、これまでの不足分に、平成

２８年度、平成２９年度の保険税不足分を加算しての改定であるとの説明を行った。 

参考資料については、現在の税率のまま推移すると平成２９年度末で約８億８２４万円の

赤字となること、４ヵ年の収支から保険税必要額を算出し、改定税率を設定していること、

税率改定に加え、一般会計からの繰入れ、医療費適正化等を実施し、平成２９年度末の赤字

額をできる限り減らしたいと考えていることを説明した。 

他に、モデル世帯の税額の増減、県内１０市の国保税（料）率の比較についての説明を行

った。 

 

・質疑では、一部モデル世帯を抜き出した形での資料を提出してほしいという意見が出され、

次回提出することとした。 

 

４ 閉 会 


